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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第58期 

第１四半期連結 
累計期間 

第59期 
第１四半期連結 

累計期間 
第58期 

会計期間 
自2019年１月１日 
至2019年３月31日 

自2020年１月１日 
至2020年３月31日 

自2019年１月１日 
至2019年12月31日 

売上高 （千円） 8,505,268 8,291,366 29,887,483 

経常利益 （千円） 587,998 629,397 1,371,332 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 365,658 385,967 1,071,290 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 415,948 445,232 1,121,681 

純資産額 （千円） 13,771,597 14,760,592 14,413,746 

総資産額 （千円） 30,892,124 28,560,632 27,678,836 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 334.47 353.07 979.93 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益 
（円） － － － 

自己資本比率 （％） 39.12 45.49 45.97 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

なお、新型コロナウイルスの感染拡大による事業への影響については、今後の推移状況を注視してまいります。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況 

① 経営成績 

当第１四半期連結累計期間の当社グループの経営成績につきましては、設備事業セグメントにおいて大型の改修

工事が完成した影響から前期と比較して完成工事高は増加しましたが、建設事業セグメントにおいて工事の進捗率

の影響から完成工事高が減少したことにより、売上高は前年同期比2.5％減の8,291,366千円となりました。

利益につきましては、売上高は減少しましたが、連結子会社であるセキスイハイム山陽株式会社及び株式会社リ

ブライフにおいて販売費及び一般管理費の抑制に努めた影響から、営業利益は前年同期比10.8％増の645,826千

円、経常利益は前年同期比7.0％増の629,397千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期比5.6％増の

385,967千円となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。 

なお、下記のセグメント別営業利益には、セグメント間の内部取引に係る金額を含んでおります。 

 

＜建設事業＞

建設事業セグメントに関しましては、工事の進捗等による影響から、売上高は前年同期比11.3％減の2,789,252

千円となりました。また、売上高の減少に加えて材料費及び労務費の高騰により、営業利益は前年同期比23.5％減

の213,598千円となりました。

 

＜設備事業＞

設備事業セグメントに関しましては、当社の設備工事において大型の改修工事の完成があったことから、売上高

は前年同期比11.9％増の1,290,223千円、営業利益は前年同期比74.4％増の125,675千円となりました。

 

＜住宅事業＞

住宅事業セグメントに関しましては、売上高は前年同期比2.0％増の3,685,212千円とほぼ横這いで推移しました

が、販売費及び一般管理費の抑制に努めた結果、営業利益は前年同期比156.0％増の169,275千円となりました。

 

＜不動産賃貸事業＞

不動産賃貸事業セグメントに関しましては、当社において前年度に不動産収益物件を売却した影響等から、売上

高は前年同期比16.8％減の357,407千円、営業利益は前年同期比5.4％減の106,956千円となりました。

 

＜その他事業＞

その他事業セグメントに関しましては、売上高はほぼ横這いで推移し前年同期比2.0％増の169,270千円となりま

した。営業利益につきましては、営業利益につきましては、当第１四半期連結会計期間に２か所の太陽光発電所を

取得し減価償却費が増加した影響等から、前年同期比29.4％減の36,236千円となりました。
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② 財政状態 

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計に関しましては、工事完成の影響に伴う受取手形・完成工事未収入金

等の増加及び太陽光発電所設備の取得に伴う機械・運搬具の増加等により、28,560,632千円（前連結会計年度末

は27,678,836千円）となりました。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計に関しましては、工事代金の支払により短期借入金が増加した影響等

から、13,800,040千円（前連結会計年度末は13,265,090千円）となりました。

 

（純資産） 

当第１四半期連結会計期間末の純資産に関しましては、親会社株主に帰属する四半期純利益による利益剰余金

の増加等により、14,760,592千円（前連結会計年度末は14,413,746千円）となりました。

 

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。 

 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 

(5) 従業員数

当第１四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第１四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

 

(7) 主要な設備

当第１四半期連結累計期間において、その他事業の主要な設備として、太陽光発電所設備を取得したこと等によ

り機械・運搬具が1,194,400千円増加しております。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類 
第１四半期会計期間末
現在発行数（株） 
（2020年３月31日） 

提出日現在発行数（株） 
（2020年５月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 1,153,263 1,153,263 

東京証券取引所 

ＪＡＳＤＡＱ 

（スタンダード） 

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式であり、単

元株式数は100株であ

ります。 

計 1,153,263 1,153,263 － － 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年１月１日～
2020年３月31日

－ 1,153,263 － 764,815 － 705,825

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

        2020年３月31日現在 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式   － － － 

議決権制限株式（自己株式等）   － － － 

議決権制限株式（その他）   － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 60,000 － 
権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式 

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,092,200 10,922 同上 

単元未満株式 普通株式 1,063 － － 

発行済株式総数   1,153,263 － － 

総株主の議決権   － 10,922 － 

 （注）「完全議決権株式（その他）」欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、
「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。 

 

②【自己株式等】

        2020年３月31日現在 

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

美樹工業株式会社 
兵庫県姫路市東延
末二丁目50番地 

60,000 － 60,000 5.20 

計 － 60,000 － 60,000 5.20 

 

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。 
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。 

 

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2020年１月１日から

2020年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2020年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 2,391,649 2,219,141 

受取手形・完成工事未収入金等 4,313,240 5,158,096 

たな卸資産 5,122,282 4,262,839 

預け金 44,686 － 

その他 359,505 365,906 

貸倒引当金 △3,077 △3,674 

流動資産合計 12,228,287 12,002,309 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物（純額） 2,995,807 2,843,407 

機械・運搬具（純額） 774,772 1,960,358 

工具器具・備品（純額） 709,740 701,648 

土地 9,244,323 9,130,834 

リース資産（純額） 106,759 91,376 

建設仮勘定 52,540 295,928 

有形固定資産合計 13,883,943 15,023,553 

無形固定資産    

のれん 40,000 30,000 

その他 20,907 17,031 

無形固定資産合計 60,907 47,031 

投資その他の資産    

投資有価証券 588,128 565,146 

繰延税金資産 470,662 477,344 

その他 491,749 489,889 

貸倒引当金 △44,842 △44,642 

投資その他の資産合計 1,505,698 1,487,737 

固定資産合計 15,450,549 16,558,323 

資産合計 27,678,836 28,560,632 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2019年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(2020年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 1,779,634 1,802,767 

短期借入金 2,420,000 3,450,000 

1年内償還予定の社債 300,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 947,024 1,007,024 

リース債務 52,428 43,052 

未払法人税等 260,971 233,772 

未成工事受入金 2,065,954 1,343,279 

賞与引当金 136,711 313,429 

役員賞与引当金 20,300 5,000 

完成工事補償引当金 182,310 51,379 

資産除去債務 63,066 47,499 

その他 822,084 753,097 

流動負債合計 9,050,486 9,050,303 

固定負債    

社債 － 300,000 

長期借入金 2,908,906 3,094,773 

リース債務 60,644 54,001 

退職給付に係る負債 541,654 551,009 

役員退職慰労引当金 91,891 97,155 

資産除去債務 240,821 281,086 

その他 370,685 371,710 

固定負債合計 4,214,604 4,749,737 

負債合計 13,265,090 13,800,040 

純資産の部    

株主資本    

資本金 764,815 764,815 

資本剰余金 705,825 705,825 

利益剰余金 11,311,055 11,598,637 

自己株式 △110,378 △110,378 

株主資本合計 12,671,317 12,958,898 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 61,386 42,162 

退職給付に係る調整累計額 △9,522 △9,054 

その他の包括利益累計額合計 51,863 33,107 

非支配株主持分 1,690,565 1,768,586 

純資産合計 14,413,746 14,760,592 

負債純資産合計 27,678,836 28,560,632 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年３月31日) 

売上高 8,505,268 8,291,366 

売上原価 6,525,815 6,354,712 

売上総利益 1,979,453 1,936,654 

販売費及び一般管理費 1,396,422 1,290,828 

営業利益 583,031 645,826 

営業外収益    

受取利息 3,036 1,740 

持分法による投資利益 6,186 4,584 

その他 8,623 3,274 

営業外収益合計 17,846 9,599 

営業外費用    

支払利息 9,061 7,250 

社債利息 82 82 

支払手数料 － 12,760 

その他 3,735 5,936 

営業外費用合計 12,879 26,028 

経常利益 587,998 629,397 

特別利益    

固定資産売却益 － 38,364 

特別利益合計 － 38,364 

特別損失    

固定資産除却損 0 194 

特別損失合計 0 194 

税金等調整前四半期純利益 587,998 667,566 

法人税等 189,263 203,578 

四半期純利益 398,734 463,988 

非支配株主に帰属する四半期純利益 33,075 78,020 

親会社株主に帰属する四半期純利益 365,658 385,967 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 

(自 2019年１月１日 
 至 2019年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 2020年１月１日 

 至 2020年３月31日) 

四半期純利益 398,734 463,988 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 16,963 △19,224 

退職給付に係る調整額 249 468 

その他の包括利益合計 17,213 △18,755 

四半期包括利益 415,948 445,232 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 382,872 367,211 

非支配株主に係る四半期包括利益 33,075 78,020 
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

  保証債務

下記の債務に対して、保証を行っております。

 
前連結会計年度

（2019年12月31日） 
当第１四半期連結会計期間

（2020年３月31日） 

ユニット住宅購入者が

利用する住宅ローン
1,194,410千円 822,320千円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年１月１日
至 2019年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年１月１日
至 2020年３月31日）

減価償却費 127,479千円 120,843千円

のれんの償却額 10,000 10,000

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2019年１月１日 至2019年３月31日）

配当金支払額 

（決 議） 株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2019年３月27日 
定時株主総会 

普通株式 54,662 50 2018年12月31日 2019年３月28日 利益剰余金 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2020年１月１日 至2020年３月31日）

配当金支払額 

（決 議） 株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

2020年３月25日 
定時株主総会 

普通株式 98,386 90 2019年12月31日 2020年３月26日 利益剰余金 
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自2019年１月１日 至2019年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位 ： 千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３   建設 設備 住宅 不動産賃貸 計 

売上高                  

(1）外部顧客への

売上高 
3,144,853 1,153,005 3,611,909 429,484 8,339,252 166,016 8,505,268 － 8,505,268 

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
183 101,209 5,001 2,087 108,482 － 108,482 △108,482 － 

計 3,145,036 1,254,214 3,616,910 431,571 8,447,734 166,016 8,613,750 △108,482 8,505,268 

セグメント利益 279,381 72,070 66,133 113,109 530,696 51,305 582,001 1,029 583,031 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業、飲食事

業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自2020年１月１日 至2020年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位 ： 千円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３   建設 設備 住宅 不動産賃貸 計 

売上高                  

(1）外部顧客への

売上高 
2,789,252 1,290,223 3,685,212 357,407 8,122,096 169,270 8,291,366 － 8,291,366 

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
49 93,616 9,458 9,233 112,357 － 112,357 △112,357 － 

計 2,789,301 1,383,840 3,694,671 366,641 8,234,454 169,270 8,403,724 △112,357 8,291,366 

セグメント利益 213,598 125,675 169,275 106,956 615,506 36,236 651,743 △5,916 645,826 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理店業、飲食事

業、太陽光発電事業を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、全額セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2019年１月１日
至 2019年３月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2020年１月１日
至 2020年３月31日）

１株当たり四半期純利益 334円47銭 353円07銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益

（千円）
365,658 385,967

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
365,658 385,967

普通株式の期中平均株式数（株） 1,093,245 1,093,182

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年５月14日

美樹工業株式会社 

取締役会 御中 

 

仰星監査法人 

 

 
指定社員
業務執行社員

  公認会計士 寺本 悟   印 

 

 
指定社員
業務執行社員 

  公認会計士 池上 由香  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている美樹工業株式会

社の2020年１月１日から2020年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2020年１月１日から2020年３月

31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2020年１月１日から2020年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、美樹工業株式会社及び連結子会社の2020年３月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
 


